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アーカスプロジェクト 2025 いばらき｜アーティスト・イン・レジデンスプログラム 

招聘アーティストによる滞在制作の成果発表 
来年のスタジオ移転にともない、32年続いた「もりや学びの里」では最後の開催！ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
この度、アーカスプロジェクトは、公募によって選ばれた 3 人のアーティストの滞在制作の成果を公開

します。 
オープンスタジオとは、アーティストのスタジオを開放し、滞在制作における取り組みをお披露目する機

会です。作品を鑑賞するだけでなく、アーティストに会って制作の過程や表現の背景にあるものについて直
接話せる交流の場でもあります。インドを拠点に活動するアヴニー・タンドゥン・ヴィエラは、個人の経験
や知識、記憶を織り込む民主的な地図づくりに市民とともに取り組みました。トルコのクルドコミュニティ
出身で、現在はオランダで活動するイブラヒム・クルトは、クルドの文様をとおしてクルド人のアイデンテ
ィティを探る調査を経てオブジェクトを制作しました。そして、東京を拠点とする佐藤浩一は、科学技術に
関する知識と技術が結集した 2 つの地、東海村とつくば市での調査をもとにした映像や匂いを組み合わせた
試作を発表します。 

32 年続いたもりや学びの里でのオープンスタジオはこれが最後となり、来年には守谷市内の別の場所へ移
り実施します。これまでに 143 組のアーティストが本プログラムに参加し、思い出がたくさん詰まったアー
カススタジオ。30 年を越えて国内外のアートシーンを担った現場にご来場いただき、ぜひ記憶に留めてくだ
さい。期間中には、スタジオツアーやキッズツアー、トークといった関連イベントも開催します。ぜひ事前
の告知、取材にご協力賜りますよう宜しくお願いいたします。 

2020-21 年招聘アーティスト 
オル太のスタジオ風景 
 



      

 

会    期：2025 年 11 月 13 日［木］－ 16 日［日］13:00-18:00 
会    場：アーカススタジオ（茨城県守谷市板戸井 2418 もりや学びの里内 2 階） 

    入場無料、日本語通訳あり 
ウェブサイト：https://www.arcus-project.com/event/2025openstudios/ 
アーティスト：アヴニー・タンドゥン・ヴィエラ、イブラヒム・クルト、佐藤浩一 

 
11 月 15 日（土）  
◎アーティスト・トーク  13:00～14:30 

アーティストが滞在制作について語ります。当初の作品制作の構想からの変化、調査での出来事や制作秘話などを 
交えながら、作品の輪郭が浮かび上がる過程と今後の展望をお伝えします。〈逐次通訳あり〉[予約不要] 

     
◎トーク「ポスト・トゥルースの時代におけるアートの実践」 15:30～17:30 

スピーカー：藤井光（アーティスト）、中井悠（東京大学アルスノーヴァ／副産物ラボ） 
小澤慶介（アーカスプロジェクト） 

本当のことが分かりにくくなっているポスト・トゥルースの時代における芸術実践を「感性」「リサーチ」
「作品化」というキーワードをとおして考えます。おびただしい量の情報とイメージが日常に溢れかえって
いるとき、人は何を知らされ何が知らされないままになっているのでしょうか。真偽が分かりにくく、時が
経ってから真実が明らかにされることがあるこの時代。そこで生きて活動する芸術家は、社会の思惑によっ
て隠されたり改変されたりしている部分を感性にしたがってリサーチし、明るみに出す試みを作品として表
します。迎えるのは、米国公文書のリサーチ踏まえた作品を構想する芸術家の藤井光氏と、研究と制作を織
り交ぜた活動を展開しながら、調査集団「フォレンジック・アーキテクチャー」の実践や人間を超えたエス
テティクス（感性術）の動向の翻訳者でもある中井悠氏のお二人。同時代におけるアートとリサーチの関係
について、ディレクターの小澤慶介が聞きます。〈英語ウィスパリングあり〉[予約不要] 
 

11 月 16 日（日）  
◎キッズツアー [要予約] 10:30～11:30 

小学生対象のスタジオ鑑賞ツアー。〈日本語のみ〉定員 15 名 (予約締切：11 月 14 日[金]） 
予約：URL または、Q R コードから https://www.arcus-project.com/event/2025openstudios/#tour03 

 
◎ガイドツアー 13:30～14:30 

ガイド付きスタジオ鑑賞ツアー。〈日本語のみ〉[予約不要] 
 

◎映画『夏休みの記録』上映会 [要予約] 15:00～16:45 
監督・撮影・編集：川田淳  字幕：日本語・英語   2025 年｜日本｜95 分 
監督自身が隣人として在日クルド人に接することからはじまった一夏の日々を丁寧にとらえた作品です。 
2019 年から日本語学習支援などを通じ、近隣に暮らすお母さんたちや子どもたちと交流してきた監督が映 
し出すのは、ニュースで伝えられる熱のない情報とは異なる、時に悩んだり笑ったり苛立ったりする人びと 
の温もりといってもいいでしょう。在日クルド人といっても、その町にやってきて暮らす理由はさまざま。 
監督が一人ひとりと交わした会話は、とある夏に出会い時間をともにした人たちそのものの姿を瑞々しく描 
き出します。 
鑑賞料：1000 円（事前支払い制）定員 30 名 
予約/支払：URL または、Q R コードから (予約/支払締切：11 月 14 日[金] 17:00） 

https://www.arcus-project.com/event/2025openstudios/#tour05 
 

 
   
 
 
 

 

  
   
   
       
   
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 

   
 



      

アヴニー・タンドゥン・ヴィエラ Avani Tandon Vieira 

 
インド生まれ、在住。キュレーターでライター、またアーキビストであるヴィエラは、
区間と形式の関係について探究している。アジアの文脈やそのトランスナショナルな
枠組みに着目して制作を行う彼女の方法論は、学問領域を横断する研究や集団による
作品制作、そして対話をとおした調査まで多岐にわたる。活動の一部として、抵抗の
場としてのオープンアクセス・アーカイブ「The Museum of Ephemera」や、インド
とパキスタンの若手作家のためのデジタルプラットフォーム「The Pind Collective」
を運営している。また、カメルーンの RAW Académie（ロウ・アカデミー）や光州ビ
エンナーレなどのプロジェクトに参加し、既成の地図を解体して実験的に再構築する
地図やトラウマと街の記憶をテーマとした映像作品などを作っている。その他の活動
に、MMCA International Researcher Residency Program (ソウル、2024) への参加
や、『Refractions: A Journal of Postcolonial Cultural Criticism』や『ASAP Art』への
寄稿などがある。 

The City is not a Line  
2024年、ワークショップ、セミナー、インスタレーション 

The Museum of Ephemera  
2020年～、オープンアクセス・アーカイブ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

イブラヒム・クルト Ibrahim Kurt 

 
クルトはトルコ東部の山岳地帯にあるクルド人の家に生まれ育ち、現在はオランダ
で活動している。近年は、映像、インスタレーション、パフォーマンスをとおして、
移民である作者が「故郷」を見つけていく過程で複層化する自身の帰属意識を描き、
観るものに民族の分散や、生まれた土地から離れて暮らす経験についての対話を促
す。私的な経験をクルド人の総体的な経験と結びつけながら語る手法は映像作品に
も表れている。共同制作した《Our house is only half finished》では、自身の脆く
移ろいやすいアイデンティティが、故郷でよく見られる繰り返し建て直されながら
も未完成のまま放棄された家々になぞらえられている。過去の主な展示・活動に 
Ijssel Biennale 2025（デーフェンテル、オランダ、2025）や「Our house is only half 
finished 」（Netherlands Kurdish Institute、アムステルダム、2024）などがある。 

撮影：Riya Behl 



      

川田淳 Kawada Jun 

1983 年埼玉県生まれ。2007 年武蔵野美術大学造形学部油絵学科卒業。沖縄で戦没者の
遺骨を掘り続ける男性の手伝いをしながら、遺留品の遺族を探し求める作品『終わらな
い過去』、中国と沖縄で戦争体験をした元日本兵の証言を記録した作品『生き残る』、ハ
ンセン病回復者の方と追い出された故郷や隔離されていた施設を共に訪れ、その記憶を
辿った『石山さん』などを制作。今までに美術館や映画祭などで作品を発表している。 
 

（左・右）Our house is only half finished    
          Lucie Fortuin（ライター、研究者）との共同制作、2024年、映像 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
   

佐藤浩一 Sato Koichi 

 
東京都を拠点に活動。自然環境と生き物、また生産と消費から社会を読み解き、映
像だけではなく香りや音を組み合わせた作品制作に取り組んでいる。制作の出発点
には環境や社会に対する疑問があり、それらが具体的に現れ出ている場に赴いてリ
サーチを行う。近年の作品に、東京都西部の水道水が PFAS によって汚染され、そ
れが人体に異物として入ってくることから、みずからの身体が意識せずとも他者化
している可能性に向き合ったものがある。疑問からリサーチを経て作品化し、それ
を総体的な鑑賞体験へと開きながら、環境と生き物の関係性をさまざまな角度から
考察する。過去の主な展示・活動に、恵比寿映像祭 2023「テクノロジー？」（東京
都写真美術館、2023）やタイランド・ビエンナーレ コラート 2021（コラート、タ

イ、2021）、「第三風景」（金沢 21 世紀美術館、2019）などがある。 

《武蔵野の流水》2025年～、映像 《沈潜》2019年、インスタレーション、パフォーマンス 



      
   

 

 
※プログラムの内容については変更の可能性があります。 
予約や最新情報は 下記の URL または QR コードより確認してください。 
https://www.arcus-project.com/event/2025openstudios/ 
 

 
 

主催：アーカスプロジェクト実行委員会（茨城県、守谷市、公益財団法人茨城県国際交流協会）  
後援：国際交流基金、オランダ王国大使館     認定：公益社団法人企業メセナ協議会 

 
 
 

                 

 

 

 

 

お問い合わせ先 
 
アーカススタジオ (火-土 10:00 -18:00) 
〒302 - 0101 茨城県守谷市板戸井 2418 もりや学びの里内２階  担当｜恩田・藤本 
TEL｜0297–46–2600 E-mail｜arcus@arcus-project.com Web｜www.arcus-project.com 
 
アーカスプロジェクト実行委員会事務局 
茨城県政策企画部地域振興課 担当｜廣瀨・川上  TEL｜029–301–2678 


